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審査要旨 
身体と精神をめぐる張り詰めた思索は、ニーチェ（1844-1900）の思想を決定づけるものであった。
ディオニュソス的とアポロン的、音楽と造形芸術、生理学と心理学、芸術と哲学といった分節化もま
たこれと密接に結びつくものである。とりわけ精神の優位が無意識的に確信された時代に続く局面に
あって、すなわち身体それ自体への視座が世界と精神を解き明かすものであることがにわかに確信さ
れる時期にあって、ニーチェがキリスト教をも含めた自らの文化の地平そのものを問おうと試みたこ
とは、ニーチェの思索の特性をもっとも顕著に示すものであるといえる。 
本論文は、このような前提を的確にふまえたうえで、このドイツの思想家における「芸術の生理学
Physiologie der Kunst」の構想に関する諸問題を主要なる対象とし検討することになる。 
全６章からなる第Ⅰ部において氏は、初期ニーチェ思想における「生理学」について、時系列的に
３つの時期に区分したうえで、詳細に考察をすすめる。そのさいには当時隆盛を極めていたヘルムホ
ルツらの生理学との影響関係を整理するとともに、「芸術の形而上学」といわれる初期思想に内包され
た「生理学」的考察の内実を詳らかにする。カント、ランゲ、ショーペンハウアー、ハルトマン、ヴ
ァーグナー、フンケなどもこの観点から検討されている。第Ⅰ部の成果として、①この時期のニーチ
ェがランゲ、ショーペンハウアー、ハルトマン、ヘルムホルツらから得た最新の生理学の知識をみず
からの思想に独自の様式において取り入れようとしていたこと、②そのことによって、とくに新カン
ト派の感覚器官の生理学から、生理学が単に現象内部の自然法則的説明にとどまらず、現象の外部（物
自体）との関係性をも示唆する学問であるという見解を得たこと、である。これらの要因によって、
ニーチェはいわば「概念詩」としての「芸術家=形而上学」を構想したのである。 
第Ⅱ部（全５章）では、中期から後期にいたるニーチェの「生理学」的思索が跡づけられることに
なる。ニーチェは初期の形而上学的な生肯定を脱したのち、「真理」に結びつくさまざまな慣習あるい
は認識構造を問題化していった。それゆえ「物自体」に対する態度も、以前とは全く異なったものと
なる。このことは、とくに後期のニーチェにおいて、「芸術の生理学」という新たな概念を生みだす要
因となるのである。この「芸術の生理学」の解明が第Ⅱ部の最も重要なテーマであることは言うまで
もない。氏が論じる道筋とその成果を具体的にまとめるならば、以下のとおりである。①ニーチェが
言及していた道徳と生理学との対立図式を際立たせること。②<芸術家の誠実さ>という観点から、芸
術の生理学の一端を理解するなかで、力という概念を用いたさまざまな考察がなされている事実を析
出し、この概念の固有の意味連関を探ること。③ニーチェが習慣化された行動様式などを含めたあら
ゆる生命現象を身体的諸機能一般に還元することにより、これまで不可侵の領域であった道徳という
ものの本質を暴き、かつ生理学の存在意義を確定するようになるプロセスを辿ること。これらの考察
の結果、本論文においては最終的に、「生理学」という学の名のもとに目指されているニーチェの戦略
の意図が明確化され、そして彼が「芸術の生理学」という学を立てるにいたった目的が明らかとなる
のである。 
以上のように本論文では、一見特異な概念の結合にもみえるニーチェの「芸術」の「生理学」を解
明するために、ニーチェがどのようなコンテクストにおいて「生理学」という語を理解し、使用して
いたのかという点からまず通時的に検証される。それによって当時の「生理学」に対するニーチェの
理解を問うと同時に、彼自身の思索の領野における「生理学」ならびにその周辺の概念の布置を問う
ことともなっている。他方本論文が生理学という概念に着目したのは、それがニーチェの諸々の言説
の一構成要素であったという理由からだけではないとされる。そもそも生理学という学問が、19 世紀
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という時代を語るうえで欠かすことのできないパラダイムの転換を引き起こしたという重大な事実に
基づいてのことである。当時の生理学の急激な進歩とともにニーチェの「生理学」理解がいかに変容し
たかを跡づけるとともに、それにしたがって彼の「身体」と「芸術」の概念にも大きな変容が生じたこ
とを詳らかにすることが、本研究の目的となっている。この意味で本研究は、「芸術の形而上学」から
「芸術の生理学」への転換に関するニーチェ美学の内在的な検討であると同時に、19 世紀から 20 世紀
にかけての概念史的な検討でもある。その際とくに指摘しておくべきは、ランゲ、ヘルムホルツ、ハル
トマン、フンケなど、その重要性にもかかわらずこれまで日本の研究史においてはほとんど顧みられる
ことがなかった当時の思想の主潮流に関して本論文は、積極的に取り組んだ点である。この意味におい
て、ニーチェとの関連においてではあるものの、未開拓の領域に焦点を当てた貴重な研究であるといえ
よう。 
ニーチェは、初期から後期にかけて一貫して、生理学概念を用いた。それにもかかわらず初期の形而
上学的思考の基礎づけともなる生理学受容に対し、後期のニーチェはその構造を転換し、「生理学」概
念を身体概念の媒介によって、形而上学批判の最も重要な戦略的概念装置として用いていった。本論文
においては、その過程が明らかとなったわけである。 
ところで、研究史的に見るならば、ハイデガーをはじめとして、芸術の生理学を論ずるものはままあ
った。しかしながらそれらは、むしろ後期のみに焦点を当てた研究であったといえる。すなわち、本論
文のように「生理学」と「芸術」の関係を初期から後期へと時系列にしたがって、詳細に検討し、かつ
その転換と意義それ自体を明確に指摘した論文はほとんどなかったといえよう。この点で本研究は、本
研究領域に対して極めて貢献度の高いものであるといえる。むろん、いくつかの問題点も指摘されうる
であろうことは言うまでもない。たとえば、副題に用いられた｢分節化｣という概念である。これは必ず
しもニーチェの用いた語ではないという点で、用いる際にはそれなりの説得的な議論が必要となろう。
また、論述が、読者にとってすでに既知のものであるという前提で進められている箇所が見出されたが、
十分な説明が必要とされるという指摘もなされた。とはいえ、それ以上に｢生理学｣の戦略的な意義を摘
出する本研究は、２０世紀へとつながるニーチェ思想、あるいはその美学の重要性を確信させる重要な
道標となっており、この方法が独創的である点は言うまでもない。 
 
以上、本論文は、詳細な検討を伴いつつニーチェの思想に新たな光を当て、その戦略的意義をも析出
することによって、１９世紀後半のヨーロッパ思想の一断層面を明瞭に映し出した点において高く評価
されるべきものと考えられる。 
よって本審査委員会は全員一致で、山本恵子氏の論文が博士（文学）の学位を授与するに十分値する
ものと認定した。 
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